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　新年あけましておめでと
うございます。
　市民の皆様には、日頃か
ら市政に対する温かいご理
解と絶大なご協力を賜り、
厚くお礼申し上げます。お
陰様をもちまして、これま
で着実に市政発展への基盤
を固めてまいることができ
ました。ここに新年を迎え、
本市の一段の躍進を期して、
市政発展に邁進することを
お誓い申し上げます。

●昨年の国内情勢
　昨年、我が国ではアベノ
ミクスの取組のもと、企業
収益は過去最高水準となり、
就業者数は増加、また、３
年連続でベースアップの流
れが広がりつつある中で、
実質賃金も上昇するなど雇
用・所得状況は大きく改善
されています。この好循環
を一時的なものに終わらせ

ることなく、日本の隅々ま
で波及させるために、国に
おいては、人口減少、少子
高齢化という構造的課題を
克服し、成長と配分の好循
環の確立を目指して各施策
をすすめています。
　一方、日本各地では大規
模な災害も発生しました。
　昨年４月に震度７という
強烈な揺れが、これまでに
経験のない２度にわたって

熊本地方を襲い、多くの家
屋が倒壊、大規模な土砂崩
れが発生するなど、住民の
方は避難生活を余儀なくさ
れ、関連死を含め、130人を
超える方が犠牲になりまし
た。
　この熊本地震には、全国
から支援の手が差しのべら
れ、本市も市民の皆さまか
ら寄せられた支援物資の輸
送や、市職員の派遣、また、
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契約者の増加を目指すいちき串木野電力



民間の方々のボランティア
など、支援を行ってまいり
ました。被災地の一日も早
い復興を願うところであり
ます。
　台風も深刻な被害を与え
ました。８月には、観測史
上初めて３つの台風が上陸
した北海道をはじめ、全国
的に家屋の浸水や、農作物
の大きな被害が発生してお
ります。「災害は、いつどこ
で起こるかわからない」とい
うことを教訓に今後とも、
防災対策に全力を傾注して
まいります。
　このような中、夏に開催
されたリオデジャネイロオ
リンピック・パラリンピッ
クでは、日本選手団のメダ
ルラッシュに沸き、世界の
アスリートたちが私たちに
夢と希望、そして元気を与
えてくれました。2020年の
東京オリンピック・パラリ
ンピックもますます楽しみ
になってまいりました。

●昨年の国際情勢
　国外に目を向けますと、
６月にはイギリスが国民投
票により EU を離脱、アメリ
カでは、11月に実施された次
期大統領選挙でマスコミの

大方の予想に反し、共和党
のトランプ氏が勝利して大
きな驚きを与え、世界に大
きな変革の流れが確実に起
きていることを感じさせま
した。
　また、アジアにおいても
中国による南シナ海への海
洋進出、東シナ海では中国
漁船が大挙して押し寄せた
ほか、北朝鮮による地下核
実験や長距離弾道ミサイル
発射実験など不安要素を抱
えており、国際情勢にも注
視していく必要があります。

●昨年の本市の取組
　このように国内外の情勢
が変わる中、本市では、地
域経済への新たな取り組み

として、民間と共同して株
式会社いちき串木野電力を
立ち上げ、新たな公共、新
たなまちづくりに取り組ん
でいるところであります。
九州電力よりも安い電気料
金を設定し、さらに全国で
初めての試みとして、２歳
未満のお子さんがいる世帯
は、２年間基本料金をゼロ
円にする子育て応援プラン
も用意し、子育て世代を支
援します。
　また、いちき串木野電力
では、今後、高齢者支援や
コミュニティ支援について
もサービスを広げていくこ
とにしています。
　全国的にも広がりを見せ
ているふるさと納税につい
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熊本地震の支援物資の積込

串木野新港から輸出される木材 好調なふるさと納税



ては、一昨年７月から返礼
品を充実し、さらに申込み
にふるさとチョイスなどイ
ンターネットを活用した結
果、昨年度は全国から３億
6,051万4,368円と大きなご
支援をいただいたところで
あ り ま す。 こ れ は 本 市 が、
発展可能性を秘めたまちで
あることを期待させるもの
であり、これからもさらに
魅力度アップのため新たな
返礼品や広報活動を充実し
てまいります。
　近年、串木野新港は南九
州の木材を中国へ輸出する
ための中継基地となってお
り、今年度はすでに9,000ト
ン近くの貨物取扱を行って
います。この串木野新港に
はマイナス10m 岸壁があり、
15,000トンクラスの貨物船
も入港接岸することが可能
です。地方港湾としては異
例の、優秀なポテンシャル
を秘めている港であると考
えていますので、今後クルー
ズ船の誘致などを含めて、
皆さんのお知恵をいただき
ながら、生かす方法を研究
してまいりたいと思ってお
ります。
　昨年の主な出来事として
は、３月に市来駅がバリア

フリーとなり、さらに利用
しやすい明るい駅に生まれ
変わりました。この市来駅
には、JR 九州のダイヤ改正
で鹿児島本線にも乗り入れ
ることになった「クルーズト
レインななつ星」が数分停車
することになり、毎回（毎週
木曜日午後4時ごろ）歓迎セ
レモニーを開き、さのさ踊
りを披露するなど本市を PR
しています。
　４月には総合観光案内所
がリニューアルオープン。
７月にはいちき串木野物産

「さのさ館」が完成し、観光
案内所と海鮮まぐろ家と合
わせたこの一帯を、「食彩の
里いちき串木野」としてグラ
ンドオープンし、新たな交
流拠点としてますますにぎ
わっています。また、本年
度から新たに移住・定住支
援や観光、特産品の開発な
ど を 行 う「地 域 お こ し 協 力
隊」を県外から３名採用し、
それぞれの協力隊が精力的
に活動しております。新し
い視点からの活躍に期待し
ているところです。
　５月には、若手商店主な
どで作るくしきの盛り上げ
隊が、傘

かさ

酔
よい

夜
よ

市
いち

を中心商店
街で開催。「焼酎で乾杯」条例

施行３周年を記念して盛大
な乾杯も行われました。日
が落ちるとライトアップさ
れた約60個のパラソルが作
る幻想的な夜市となり、た
くさんの市民でにぎわいま
した。
　７月には、㈱サンクスフー
ズと俣木鉄工所の立地協定
式を行いました。サンクス
フーズは西薩中核工業団地
に、新工場を建設予定です。
俣木鉄工所は八房の既存工
場に新たな生産機器設備の
導入をしました。両施設稼
働後には、約30名が新たに
雇われることとなります。
　10月には、恒例の地かえ
て祭りが、商工業、農林業、
水産業のそれぞれの業界が
力を合わせ開催され、９万
人を超える多くの来場者で
に ぎ わ い ま し た。 今 回 は、
新たな試みとして、「カレー
なる５番勝負」も行われ、会
場にはカレーのいい匂いが
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バリアフリーになった市来駅



漂っていました。
　11月には、旭地区で大雨
による土砂災害を想定し、
市総合防災訓練を行いまし
た。地区住民など約300名が
参加し、避難訓練や炊き出
し訓練、消防や消防団、災
害協定を結んでいる土木関
係者などによる生き埋め者
の救出訓練、県の防災ヘリ
を使った負傷者の搬送訓練
などを、シナリオを用意し
ない実践に近い訓練を実施
することができました。実
際の災害時にも、的確な行
動がとれるよう常に準備を
怠らないように心掛けると
ともに、今後とも関係機関
と密接な連携を図ってまい
ります。
　薩摩藩英国留学生記念館
も11月に12万人目の来館者
を迎えました。NHK 連続テ
レビ小説「朝が来た」の五代
友厚効果も相まって、ます
ます来場者を増やしており、

食事や買い物等で経済効果
をもたらしています。
　 来 年2018年 に 迎 え る「明
治維新150周年」にも期待が
高まるところであります。

●住み続けられるまちであ
るために
　現在、国は一億総活躍社
会を実現するため「まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」に
基づき、地方創生を推進し、
地域特性に応じた戦略、多
様な地方支援に取り組むこ
ととしております。本市で
も「K

か っ ち ぇ る

ACCHEL プロジェクト」
として、海外からの留学生
や研修生の生活の場として
シェアハウスを元町に整備
中であり、市民の皆さんと
の新たな交流の場となるよ
う施設整備を進めています。
市民の皆様をはじめ、産業
界、教育機関、金融機関な
ど地域一丸となって、「住み
続けたい」と愛着と誇りを持

てるまち、そして「住んでみ
たい」と選ばれるまちを目指
して、地域経済の活性化と
地域活力の向上に取り組ん
でいるところです。
　今年は、第１次総合計画
に続く第２次総合計画の初
年度となります。これまで
の10年間、計画の事業を着
実に進めながら行財政改革
に取り組み、持続可能な財
政運営を図ってまいりまし
た。この築き上げた成果を
もとに、新たな10年に躍進
するまちづくりに取り組ん
でまいります。
　本市が目指す将来都市像
「人が輝き　文化の薫る　世
界に拓かれたまち」の実現を
目指し、さらに創意工夫し、
住みやすい、元気のあるま
ちづくりを進めてまいりま
す。市民の皆様にとりまし
て、この１年も良き年であ
られますようご祈念申し上
げます。
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益々の賑わいが期待される食彩の里ななつ星の正式な停車を目指す シェアハウス完成予想図



●日時・場所　１月12日（木）
　受付　9:00～11:15　市役所市来庁舎
　　　 12:15～13:15　いちき串木野警察署
●献  血  量　400ml
●献血年齢　18歳から69歳まで（男性は17歳から）
　　　　　　※ ただし、65歳以上の方については、

健康を考慮し、60歳から64歳の間に
献血経験がある方に限ります。

●体　　重　男性・女性とも50㎏以上

　110番は、事件、事故が発生した場合の緊急ダイ
ヤルです。事件や事故を早急に解決するためには

「迅速」「正確」な通報が必要です。通報すると県警
本部通信指令室に繋がります。
●電話するときの注意事項
　・あわてずに落ち着いて「事件？」「事故？」
　・ 次に市町村名と、目標となる店舗や建物バス

停など「発生場所」
　・それからは受理した警察官の質問に答える
　・ 運転中なら車を安全な場所に停車してから通

報する
●事件・事故以外は相談電話を利用
　 　悩みごと、心配ごと、各種照会等は、いちき

串木野警察署または警察本部の相談電話をご利
用ください。

　・いちき串木野警察署　☎33-0110
　・警察本部相談電話　　☎ #9110
●問  合  せ　いちき串木野地区防犯協会
　　　　　　☎32-9710

　気温が氷点下になると、水道管が凍結して水が
出なくなったり、破裂したりする場合があります。
●凍りやすい水道管には必ず防寒を
　・ 屋外で風が直接吹きつける場所にある水道管
　・北側の日陰にある水道管
　・むき出しになっている水道管
　・ 温水器のむき出しになっている配管部分
●防寒方法
　① 水道管が露出している

場合などは、市販の保
温材で完全に包む。

　② 不要となった毛布や布
で覆い、ひもでしばり、
上からビニールなどを
巻いて、濡れないよう
にする。

　③ メーターボックスの中
には、毛布や布きれな
ど を 入 れ、 メ ー タ ー
ボックスの上に段ボー
ルなどをのせて保温す
る。

　※ 寝る前に、少量の水を
流すと凍結しにくくな
ります。水を浴槽やバ
ケツなどに貯め洗濯等に使いましょう。

●凍って水が出なくなったときの対処方法
　・蛇口を開け、自然にとけるのを待つ。
　・ 凍った部分（むき出しになっている水道管）に

タオルをかぶせ、ぬるま湯をゆっくりかけて
とかす。

　　※ いきなり熱湯をかけると、水道管や蛇口が
破裂することがあります。

●寒かった日は、漏水の確認を
　 　凍結で水道管が破裂すると

漏水につながります。寒かっ
た日は水道メーターを見て、
漏水がないか確認しましょう。

　 　家の中の蛇口を全部閉めて
も、水道メーターのパイロッ
トマークが回転している場合
は、漏水の可能性があります。

　 　早めに指定給水装置工事事
業者に調査・修繕を依頼して
ください。

●問  合  せ　上下水道課

すぐ110
番へ

おしらせ版おしらせ版
献血にご協力ください
串木野健康増進センター（☎33-3450）

水道管の凍結にご注意を！
上下水道課（☎21-5156）

緊急電話110番　街の安全守ります
１月10日は110番の日

まちづくり防災課（☎33-5631）
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感電事故防止のお願い
　感電事故防止のため、電線付近でたこ揚げ
をしたり、電柱や鉄塔に登ったりしないよう
にしましょう。
　万一、電線に引っかかったものを取る時は、
自分で取ろうとせず、九州電力へご連絡くだ
さい。
●連  絡  先　九州電力川内営業所　☎25-2025



　糖尿病予防の基本は毎日の食事にあります。
　糖尿病が少し気になる早めの時期から食事につ
いて学んでみませんか。
●日　　時　１月25日（水）　9:30～13:00
●場　　所　串木野健康増進センター
●内　　容　管理栄養士による講話
　　　　　　昼食バイキング
　　　　　　※ いつも使用しているご飯茶わんと

筆記用具を持参してください。
●対  象  者　 健診等の血液検査で、ＨｂＡ₁ｃの値

が5.6% 以上6.5% 未満で、服薬してい
ない方またはその家族

●参  加  費　無料
●定　　員　先着20名
●申込締切　１月16日（月）

　国保加入者（40～74歳）の特定健診は、10月末で
終わりましたが、病院で４月以降に血液検査を含
む検査をしている場合、その検査結果を市に提出
すると、特定健診を受診したことになります。
●検査結果の提供方法
　① 検査結果を市役所に提供できるか病院に確認

します。市役所に提供できる場合はその旨を
市役所にご連絡ください。

　② 市役所から自宅に書類（情報提供票）を送付し
ます。

　③ 書類（情報提供票）に必要事項を記入し、病院
へ提出して終了です。

※ 検査データが足りない場合、追加検査が必要で
す。自己負担はありません。

※手続きは２月末までに済ませる必要があります。
※長寿健診ではこの方法はできません。

　次の計画案について、市民の皆様の意見を募集しています。
●閲覧場所　担当課、市来庁舎市民課、市のホームページ
●意見の提出方法
　・ 計画案、意見、住所、氏名を記載し、担当課へ持参、郵送、FAX、メールのいずれかで提出してください。

様式は自由です。
　・ 寄せられた意見へ個別回答は行いません。また、意見は、個人情報を除き公開が前提となります。ご

了承ください。
●計画案

食べて学ぶ～糖尿病予防教室を開催
串木野健康増進センター（☎33-3450）

病院の検査結果を特定健診の受診に
かえることができます

健康増進課（☎33-5613）

市の計画案に対する意見を募集します
政策課（☎33-5634）

計画案名 募集期間 担当課 電話・FAX・メール

第2次総合計画前期基本計画（案）
　�平成29年度から5年間の市政方針の基
本的な計画

～1/31（火）

政策課 ☎33-5634　FAX32-3124
seisaku1@city.ichikikushikino.lg.jp空家等対策計画（案）

　�空家等の利活用や適切な維持・管理な
どを推進するための計画

1/16（月）～
１/31（火）

健康増進計画並びに食育推進計画（案）
　�平成29年度から10年間の健康づくり施
策の指針となる計画

～1/31（火） 串木野健康
増進センター

☎33-3450　FAX33-3452
kenko1@city.ichikikushikino.lg.jp

公共施設等総合管理計画（案）
　�公共施設等の適正化や老朽化対策など
を推進するための計画

～1/31（火） 財政課 ☎33-5629　FAX32-3124
zaisei-t@city.ichikikushikino.lg.jp
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　次の日程で脱漏検診を実施します。１月21日（土）
と22日（日）の２日間は、検診会場まで無料送迎バ
スが運行します。ご利用ください。
●脱漏検診日　１月20日（金）～１月22日（日）
　　　　　　受付8:00～10:00
●脱漏検診対象者
　・ 40歳から74歳の国民健康保険の加入者で、特

定健診・人間ドック等の未受診者及び情報提
供票未提出者

　・ 40歳以上で、がん検診（胃・肺・大腸・腹部超
音波・子宮・乳・骨粗鬆症等）の未受診者

●検診会場　いちきアクアホール
●無料送迎バス運行時刻
　・１月21日（土）と22日（日）のみ運行
　・１月13日（金）までに予約してください。

　帰り便は両方とも11:00に、いちきアクアホール
を発車します。

　空き家または住家の維持管理、活用、相続につ
いて、弁護士や司法書士など、専門家による個別
無料相談や基調講演を開催します。
●日　　時　１月28日（土）　10:00～16:00
●場　　所　県市町村自治会館　４階ホール
●内　　容
　10:00～12:00　専門家による空き家セミナー
　13:00～14:30　基調講演　中川寛子氏
　　　　　　　　 「解決！空き家問題」著者
　10:00～16:00　 個 別 無 料 相 談（12:00～13:00は

除く）
●定　　員　300名（参加料無料）
●申込期限　１月19日（木）まで
●申込・問合せ　 （公財）鹿児島県住宅・建築総合セン

ター　☎099-224-4543

　市学校給食会では、平成29年度給食物資の納入
を希望する事業者の指定願申請を受け付けます。
●受付期間　１月16日（月）～１月27日（金）
●受付場所　市学校給食会
　　　　　　（串木野または市来学校給食センター）
●資　　格
　・原則として市内に営業所があること
　・ 引続き１年以上同種の営業を継続しているこ

と
　・衛生管理の徹底を図っていること
　・ 年１回以上の検便（大腸菌０-157・赤痢菌・サ

ルモネラ菌等）を実施していること
　・市税を納期到来分まで完納していること
　・ 物資納入業者指定選定基準を満たしているこ

と
※ この指定有効期間は１年間です。引き続き指定

を希望する事業者も新たに申請が必要です。
●問  合  せ　串木野学校給食センター　☎33-0239
　　　　　　市来学校給食センター　　☎36-2142

　次の期間、船舶のドックにともない、運航ダイ
ヤが変更となります。
●１月7日（土）～24日（火）　18日間
　・この期間「高速船甑島」は運休。
　・ フェリーニューこしき（串木野新港発着）のみ

運航。フェリーのダイヤに変更はありません。
●１月27日（金）～２月９日（木） 14日間
　・ この期間「フェリーニューこしき」は運休。車

両航送はできません。貨物については、串木
野新港発着の九州海運㈱が運行します。

　・ 期間中「高速船　甑島」（川内港発着）のみ運航
し、そのダイヤは下表のとおりです。

●問  合  せ　甑島商船㈱（フェリー）　☎32-6458
　　　　　　　　　　　（高速船）　　☎41-5100
　　　　　　九州海運㈱（貨物輸送）　☎32-2161

脱漏検診（特定健診・がん検診）には
無料送迎バスをご利用ください

串木野健康増進センター（☎33-3450）

串木野方面 市来方面

乗車場所 出発時刻 乗車場所 出発時刻

羽島交流センター 7:30 市観光案内所 7:10

荒川交流センター 7:45 吹上園ふもと 7:15

芹ケ野郵便局 8:05 生福郵便局 7:30

串木野自動車教習所 8:20 冠岳消防分団車庫 7:45

市民文化センター 8:30 旧川上地域館 8:00

えのもと歯科 8:40 川北交流センター 8:20

↓ ↓ 川南交流センター 8:30

検診会場
いちきアクアホール 8:45 検診会場

いちきアクアホール 8:35

空き家セミナー参加者募集
生活環境課（☎33-5614）

平成29年度学校給食用物資の納入希望者の受付
学校給食センター（☎33-0239）

甑島航路運航ダイヤの変更
水産商工課（☎33-5638）
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港名

高速船　甑島（川内港発着）

１便 ※臨時増便
（1/29、2/5のみ） ２便

下り 上り 下り 上り 下り 上り

川内 8:50 11:50 12:00 14:50 15:10 18:10

↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑

里 ↓ 11:00 ↓ 14:00 16:10 ↑

↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑

長浜 10:00 10:10 13:10 13:15 16:50 17:00



●家　　賃　入居世帯の所得に応じて設定されます
●入居基準（主なもの）
　・持ち家がなく、住宅に困っていること
　・ 世帯の月額所得が158,000円以下であること（詳

細は住宅管理係まで）
　・同居する家族がいること
　・市税や水道料金などの滞納がないこと
　・原則として、公営住宅に入居していないこと
　・入居者及び同居者が暴力団員ではないこと
　※ 駐車場は１世帯につき１台（ウッドタウン・荒

川住宅は２台まで）
●入居時必要なもの
　・敷金（家賃の３か月分）
　・駐車場保証金（2,490円 /1台）
　・連帯保証人（２人）
●申込期限　１月18日（水）必着
※ 公募住宅は年数も経過しているため壁等に傷み

や汚れがあります。
●抽  選  日
　１月25日（水）10:00　串木野庁舎２階会議室
　１月25日（水）14:00　市来庁舎　研修室
●入居予定日　２月８日（水）
●申込・問合せ　
　・都市計画課　住宅管理係　☎21-5154
　・土木課　土木総合窓口係（串木野庁舎）　☎33-5679

　予約制による年金相談です。年金についてわか
らないこと、過去に厚生年金・船員保険などに加
入していた方もご相談ください。
●日　　時　２月14日（火）　10:00～15:30
●場　　所　市役所串木野庁舎　地下大会議室
●相  談  員　川内年金事務所職員
●申込期限　２月７日（火）
●持参するもの
　・年金手帳または基礎年金番号通知書

　・ マイナンバーカード、運転免許証、保険証、パ
スポートなど身分を証明するもの

　・代理の場合、委任状と身分証明書
●申込・問合せ　 市民課

～新成人のみなさんへ～
20歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったときやいざというときの
生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作
られた仕組みです。具体的には、若いときに公的
年金に加入し、保険料を納め続けることで、年を
とったとき年金を受け取ることができる制度です。
●誰が加入するの？
　 　日本に住む20歳から60歳までのすべての方に

加入が義務づけられています。
●保険料はいくら？
　 　１か月あたり16,260円です（平成28年度）。前

納すると保険料が割り引かれ、口座振替にする
とさらにお得です。

●給付の種類は？
　 　老齢年金、障害年金、遺族年金の３種類があ

ります。

　・将来の大きな支えになります
　　 国が責任を持って運営するため安定しており、

年金の給付は生涯にわたって保障されます。
　・老後のためだけのものではありません
　　 国民年金には、老齢年金のほか、障害年金や遺

族年金もあります。障害年金は、病気やケガで
障害が残ったときに受け取れます。また遺族
年金は加入者が死亡した場合、その加入者によ
り生計を維持されていた遺族が受け取れます。

●毎月納められない・・・そんなときは

　・学生納付特例制度
　　 学生の方で、本人の所得が一定額以下の場合

に、保険料の納付が猶予される制度です。
　・納付猶予制度
　　 学生でない50歳未満の方で、本人及び配偶者

の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険
料の納付が猶予される制度です。

　※ 未納のままにしておくと、老齢年金や障害年
金を受け取れなくなる場合があります。納付
が困難なときは手続きを忘れないようにしま
しょう。

ねんきん広報だより
市民課（☎33-5612）・市来庁舎市民課（☎21-5114）

市営住宅入居者募集
都市計画課（☎21-5154）

住　宅　名 建設年度
募集戸数 構造・設備 単身入居

文京町団地
（串木野高校近く）

平成５年度
１戸

耐火4階建（３階）・
3DK・水洗トイレ 不可

ウッドタウン
（脳神経外科
��センター近く）

平成10年度
１戸

木造平家建・
3LDK・水洗トイレ 不可

平成16年度
１戸

木造2階建・
3LDK・水洗トイレ 不可

荒川住宅
（荒川小学校近く）

平成16年度
１戸

木造平家建・
3LDK・水洗トイレ 不可

日ノ出住宅
（いちきアクア
�ホール近く）

平成11年度
１戸

耐火3階建（1階）・
2DK・水洗トイレ

可
（60歳
以上）

年金相談所を開設
市民課（☎33-5612）・市来庁舎市民課（☎21-5114）
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「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」

国民年金のメリット



　平成29年４月から平成30年３月まで勤務できる行政嘱託員を募集します。
●募  集  数　82人
●応募要件　市税等を滞納していない健康な方で、自治公民館に加入している市民
●身　　分　いちき串木野市職員（非常勤の特別職公務員）
●勤　　務　 毎月５日、20日を中心に広報紙・公文書等の配付、とりまとめ
　　　　　　（勤務時間は自由ですが、一定の期間内に配付、とりまとめをします。）
●業務内容　①担当する地区（公民館）内世帯へ広報紙・納税通知書及び各種公文書の送達
　　　　　　　※荒川地区以外の地区については、個人を特定する文書のみの配付
　　　　　　②市の業務遂行上必要な各種調査等の実施
　　　　　　③住民から行政に関する相談、苦情、要望等の関係機関への取次ぎ
　　　　　　④その他行政事務の遂行に必要な事務で、市長が指示する事項
●応募方法　申込書と履歴書１通（市販のもの）をまちづくり防災課へ提出してください。
　　　　　　申込書は、串木野庁舎まちづくり防災課、市来庁舎市民課、羽島出張所にあります。
　　　　　　担当地区は３地区まで希望できます。
●受付期間　１月５日（木）～１月20日（金）（土・日・祝日を除く）
●選考方法　面接及び書類審査
　　　　　　・面接予定日　２月８日（水）及び13日（月）
　　　　　　・原則として公民館の主要役員（館長・副館長・主事・会計）との兼務はできません。
　　　　　　・行政嘱託員の任期は１年です。再任の場合、原則５年を限度とします。
　　　　　　※ 公民館役員との兼務や行政嘱託員の経験が５年以上の方であっても、適任者の応募がない

地区については採用する場合があるので、これらの方々も応募できます。
●問  合  せ　まちづくり防災課

平成29年度　行政嘱託員担当世帯数及び月額報酬（予定）

行政嘱託員を募集します
まちづくり防災課（☎33-5632）
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番号 担当地区（公民館） 世帯数 月額報酬（円）

1 宇都・岩下 34 5,200

2 川畑・松下・久木野 105 13,000

3 下石野・上石野 98 11,800

4 福薗・大六野 169 19,800

5 鏑楠・山之口 100 12,100

6 中井原・生野 103 12,300

7 坂下・ウッドタウン 184 21,400

8 大薗・小薗 124 13,300

9 河内・浅山・薩摩山 176 18,700

10 麓 314 29,800

11 袴田（南） 295 27,900

12 袴田（北） 257 24,300

13 浜ケ城 188 17,800

14 日出町 261 24,600

15 大原南 344 32,400

16 高見町 124 11,700

番号 担当地区（公民館） 世帯数 月額報酬（円）

17 桜町 115 10,900

18 大原町 137 12,900

19 昭和通 210 19,800

20 中尾町 132 12,500

21 曙町 205 19,400

22 春日町 292 27,600

23 旭町 154 14,500

24 元町・栄町 171 16,200

25 浜町・市口 170 16,100

26 汐見町 324 30,600

27 東塩田町 170 16,100

28 岳釜・新潟 163 15,500

29 木屋・西浜町 186 17,600

30 港町・本浦東 188 17,800

31 浦和町 126 11,900

32 新生町 125 11,800



●区割り、受け持ち世帯数
　・ 担当地区は地区まちづくり協議会を基本に、自治公民館を分割しないように区割りし、世帯数の多い

袴田公民館と酔之尾公民館のみ分割してあります。受け持ち世帯数は、分散地区は100～150世帯、集
合地区は150～200世帯を目安にしてあります。

●月額報酬
　・担当世帯数×単価（94円～240円）＋交通費相当額
　・単価
　　①広報紙を含む行政文書を配付する地区の単価（240円）
　　　１地区（荒川）
　　②個人を特定する文書のみを配付する地区の単価（94円～144円）
　　　15地区（冠岳、生福、上名、大原、中央、本浦、野平、照島、旭、羽島、川南、川北、湊、湊町、川上）
　　※単価については家屋の密集度、市役所串木野庁舎からの距離等により定めてあります。
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番号 担当地区（公民館） 世帯数 月額報酬（円）

33 小瀬・文京町 164 15,600

34 御倉町 222 20,900

35 平江・三井 256 26,900

36 野元・深田下 212 22,600

37 海瀬・八房 247 26,100

38 別府 218 20,700

39 酔之尾（西） 272 25,700

40 酔之尾（北東）･ 酔之尾東 311 29,400

41 ひばりが丘 233 22,100

42 島平上 164 15,600

43 照島下・崎下手・屋敷 223 21,100

44 須賀・田中中村 183 17,400

45 石川山 192 18,200

46 塩屋町 169 15,900

47 緑町 163 15,400

48 恵比須町 188 17,700

49 金山下 ･ 金山 ･ 深田上 165 19,500

50 芹ヶ野 117 14,100

51 草良・大河内 64 16,500

52 寺村・中向・荒川下 96 23,900

53 白浜・猪之鼻・河原 106 13,100

54 横須 ･ 野中栫 ･ 松尾 ･ 平身 152 18,500

55 浜東 124 14,000

56 浜中 106 12,200

57 浜西 137 15,400

番号 担当地区（公民館） 世帯数 月額報酬（円）

58 光瀬上・光瀬下・光瀬浦・海土泊 100 12,700

59 萩元上・萩元下・万福 72 9,700

60 平山・下山・土川 77 12,200

61 平佐原・松山 163 19,200

62 払山・松原・崎野 157 18,600

63 戸崎・堀 149 17,800

64 平ノ木場・中原 104 12,800

65 島内・迫田前 120 14,500

66 宇都・門前 101 12,400

67 木場迫・中福良 152 18,100

68 寺迫・下手中 91 11,100

69 佐保井・陣ケ迫・池ノ原 136 16,400

70 駅前 149 16,000

71 恵比須・橋ノ口 116 12,600

72 平向 225 23,900

73 潟小路 105 11,400

74 迫・安茶 172 18,400

75 牛ノ江・外戸・観音ケ迫 84 11,200

76 天神町 231 24,500

77 祇園町・土橋町 135 14,500

78 栄町・日ノ出町 164 17,500

79 中組 87 11,600

80 内門・平木場 63 9,800

81 木場・舟川前・舟川後 59 8,800

82 久福・松比良 ･ 中ノ平前・中ノ平後 55 9,700



※ 市来地域の出張申告所の開設日は、申告書の配
付時に日程表を同封します。

※ 当日は大変混雑します。円滑に申告が進むよう、
必要な領収書や帳簿は事前に整理してきてくだ
さい。

※ 医療費の領収書は、必ず「医療を受けた人」・「病
院・薬局」ごとに整理し、それぞれ１年間（１月～
12月）に支払った金額を集計してきてください。

　 　また、支払った医療費に対して、健康保険の高
額療養費や生命保険金等で補てんされた場合も、
必ず金額を控えてきてください。

●問  合  せ　税務課市民税係

　法人または個人が家屋の屋根・土地等に設置し
た太陽光発電システムは、償却資産として固定資
産税が課税される場合があります。
　１月１日（賦課期日）現在で当該設備がある方は、
次の表で確認し、１月31日（火）までに償却資産の
申告をしてください。

※ パネルが家屋と一体となっている（建材型パネ
ル）場合、家屋として課税されるため申告の必要
はありません。詳しくはお問い合わせください。

●問  合  せ　税務課固定資産税係

　償却資産とは、法人または個人が、工場・商店経
営、駐車場・アパート経営など、その事業のため
に用いている構築物、機械、器具、備品等で、減
価償却の対象になるものをいい、土地や家屋と同
じように固定資産税が課税されます。
　また、土地や家屋と異なり申告制になっており、
償却資産の所有者は毎年その償却資産が所在する
市町村の長に、その年の１月１日現在の償却資産
の状況を１月31日（火）までに申告することになっ
ています。
●課税対象（具体例）
　① 構築物…舗装路面、門・外灯、ゴルフ場のネッ

ト設備等、煙突、鉄塔、広告塔、フェンス緑
化施設、農業用施設、畜舎、受変電設備等

　② 機械及び装置…太陽光発電設備※1、工作機械、
建設用機械、農業用機械、漁業用機械、食品
加工設備、その他機械設備等

　③ 船舶…モーターボート、砂利採取船、しゅん
せつ船等

　④航空機…ヘリコプター、グライダー等
　⑤ 車両及び運搬具…大型特殊自動車（車両ナン

バーが０または９で始まるもの）、貨車、構内
運搬具等

　⑥ 工具器具・備品…建設・測定用工具、事務機
器類、電気器具、自動販売機、理美容業器具類、
陳列棚、医療器具類、スポーツ・娯楽業器具
類等

 ※1 個人が屋根や土地等に設置した、発電量が10キ
ロワット以上の太陽光発電設備も、償却資産と
して申告が必要です。詳しくはお問い合わせく
ださい。

●課税対象外
　①耐用年数が１年未満のもの
　② 取得価格が10万円未満の資産で、法人税法等

の規定により一時的に損金算入されたもの
　③ 取得価格が20万円未満の資産で、法人税法等

の規定により３年以内に一括して均等償却す
るもの

　④自動車税及び軽自動車税の対象となるもの
　　 ただし、②・③の場合であっても、個別の資産

ごとの耐用年数により通常の減価償却を行っ
ているものは課税の対象になります。

●問  合  せ　税務課固定資産税係

所得税・市県民税の出張申告所を開設
（串木野地域）

税務課（☎33-5616）
受付日時 場　　所

2月9日
（木）

�9:00～11:30
13:00～16:00 冠岳交流センター

9:00～11:30
13:00～16:00 生福交流センター

2月10日
（金）

9:00～11:30
13:00～16:00 旭交流センター

9:00～11:30
13:00～16:00 荒川交流センター

2月13日
（月）

�9:00～11:30
13:00～16:00 羽島交流センター

2月28日
（火） 13:30～15:00 土川交流センター

太陽光発電システムに対する課税について
税務課（☎33-5617）

発電量が10kw 以上 発電量が10kw 未満

個人
（住宅用）

余剰買取又は全量買
取を電力会社と契約
している場合、申告
が必要

申告は不要

個人
（事業用） 申告が必要

法人
（事業用） 申告が必要

償却資産（固定資産税）の申告について
税務課（☎33-5617）
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　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下
で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金
額が20万円以下の場合は、所得税の確定申告をす
る必要はありません。
　ただし、医療費控除等による所得税の還付を受
けるためには、確定申告をする必要があります。
　詳しくは、国税庁ホームページをご覧いただく
か、伊集院税務署へご相談ください。
●問  合  せ
　伊集院税務署　☎099-273-2541（自動音声案内）

　心肺蘇生法、AED の使い方、止血法等を学ぶ救
命講習会です。
●日　　時　1月22日（日）9:00～12:00
　　　　　　（受付　8:30～8:50）
●場　　所　消防本部　２階会議室
●定　　員　20名（定員になり次第締切）
●対  象  者　 市内に居住または勤務（在学）してい

る中学生以上の方
●受  講  料　無料
●申  込  み　 １月20日（金）までに消防本部救急係

へ住所、氏名等をお知らせください。
●そ  の  他　受講者には全員修了証を交付します。

　本市観光大使の濱﨑龍一シェフを講師に招き、本
市の食材を使った料理教室を開催します。
●日　　時　２月５日（日）　11:30～15:30
●場　　所　いちき串木野市総合観光案内所研修室
●定　　員　先着20名（定員になり次第締切）
●対　　象　どなたでも参加できます
●参  加  料　1,000円（当日徴収）
●スケジュール　受　　付　11:30～
　　　　　　開会・説明　12:00～
　　　　　　調理開始　13:40～
　　　　　　試　　食　14:50～
●申込期限　 １月29日（日）までに電話またはＦＡＸ

でお申し込みください。
●申込・問合せ　 いちき串木野市総合観光案内所
　　　　　　☎32-5256　FAX29-3320

　地域おこし協力隊やその仲間が出会いを応援し
ます。素敵な出会いを見つけてみませんか。
●日　　時　２月25日（土）　16:30～21:00
●受　　付　まちなかサロン（旭町76番地）
●募  集  数　男女各10人（同性２人組で申込）
●参加条件　20歳から39歳までの独身男女
●内　　容　自己紹介等の後飲食店での交流会
　　　　　　（ お酒を飲む方は車でのお越しは遠慮

ください。）
●参  加  料　3,500円
●申込期限　２月10日（金）
●申込方法　 右の QR コードから、ま

たは電話でお申し込みく
ださい。

●申込・問合せ　政策課

　串木野国家石油備蓄基地『第43回ちかび展示館冬
のイベント』が開催されます。皆様のご来館を心よ
りお待ちしております。
●日　　時　１月22日（日） 9:00～15:30
●場　　所　ちかび展示館
●イベント内容
　・お楽しみ抽選会（10:00、12:00、14:00）
　・ゲーム、クイズ、岩盤水封方式実験
　　消火器模擬操作体験コーナーなど
●問  合  せ
　・ ちかび展示館　☎32-4747（火・水曜日は休館日）
　・日本地下石油備蓄㈱総務課　☎32-6800

●対　　象　 市内に居住または勤務している女性
を優先し、男性の方も受講できます。

●場　　所　働く女性の家
●受  講  料　無料（材料費500円程度）
●申  込  み　 １月26日（木）までに働く女性の家へ

お申し込みください。
　　　　　　 （受付　火曜～土曜　9:00～17:00　

月曜日は休館）
●託　　児　 満２歳以上～未就学児。希望者は、申

込時にお知らせください。

公的年金収入のある方の確定申告について
税務課（☎33-5616）

普通救命講習会参加者募集
消防本部（☎32-0119）

濱㟢龍一シェフ料理教室参加者募集
観光交流課（☎33-5640）

第１回いちき串木野“縁カウント !”参加者募集
政策課（☎33-5634）

第43回 ちかび展示館冬のイベント開催
政策課（☎33-5634）

いきいき女性講座受講生募集
働く女性の家（☎32-7130）

講座名 日時 定員 内容（持ってくる物）

餅いろいろ
レシピ

2/2（木）
9:30～12:00 30人

餅のアイディア料理
作り（エプロン、三
角巾）
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濱﨑龍一氏プロフィール
1963年　いちき串木野市生まれ
1988年　 イタリアに渡り「ダル ･ ペスカトーレ」で修行
1989年　 帰国、乃木坂「リストランテ山崎」でシェフをつ

とめる
2001年　 独立、南青山にオーナーシェフとしてイタリア

ンレストラン「リストランテ濱﨑」を開店
2013年　薩摩大使　委嘱
　　　　  いちき串木野観光大使　委嘱
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■平成 29年　行事予定……………………………………

1月

成人式（３日）

第19回元気な街づくりウオーキング大会（15日）

消防出初式（８日）

原子力防災訓練（28日）

いちき串木野ポンカン祭り（29日）

2月
生涯学習大会（５日）

ガウンガウン祭（26日）

3月

太郎太郎祭（５日）

第21回徐福ロマンロードウオーキング大会（５日）

薩摩街道歴史探検ウオーキング（12日）

4月

観音ケ池さくら祭り（上旬）

徐福花冠祭（８日〜９日）

黎明祭（16日）

第60回串木野浜競馬大会（中旬）

第26回串木野まぐろフェスティバル（29日〜30日）

5月

すこやかおせんしのグラウンドゴルフ大会（中旬）

第10回いちきウオーキング大会（下旬）

荒川ほたるでナイト（下旬）

6月 畜産品評会（中旬）

7月

第47回串木野さのさ祭り（15日〜16日）

海の日海岸クリーン作戦（17日）

第12回市小学校水泳記録会（下旬）

祇園祭（下旬）

サマーフェスタin市来（下旬）

8月

七夕踊（６日）

戦没者追悼式（15日）

川上踊（下旬）

教育講演会（下旬）

9月

アートフェスタinいちき串木野（上旬）

虫追踊（下旬）

すこやかおせんしのスポーツ大会（下旬）

第５回消防団消防規律訓練大会

10月

第12回市民体育大会（上旬）

第13回小学校陸上記録会（中旬）
いちき串木野づくし産業まつり
〜地かえて祭り〜（下旬）
文化祭（30日、31日、11月１日、３日）

11月

市長・市議会議員選挙
地域がはぐくむ「鹿児島の教育」県民週間
（学校開放１日〜７日）
総合防災訓練

元気いきいきフェスタ2017（保健福祉大会）（中旬）

市小・中学校音楽発表会（中旬）

かんむりだけ山市物産展（23日）

第12回地区対抗駅伝競走大会（下旬）

12月

ふれあいフェスタ（上旬）

第20回れいめいウオーク羽島・土川大会（上旬）

消防団年末夜警（28日〜29日予定）

※日程等は、変更になる場合があります。

▲�市来デイサービスセンター利用者の方の手作り干支（酉）
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今月のカバー
薩摩鶏（撮影：立松光好氏）
関ヶ原の戦いで、わずかな味方を従えて敵中突破し、藩の礎を築いた島津義弘公。「薩摩鶏」は、闘鶏として藩内の
各地で飼われていました。今は観賞用として県内ではわずか約40名が飼っているのみで、種の存続の危機にある
そうです。薩摩鶏の保存会長を務める今村耕司さん（別府）は、愛好家の高齢化や宅地化による飼育環境の悪化が
原因と話します。薩摩鶏が子孫を残していくのに立ちはだかる強敵は“時代の流れ”ということになるのでしょう
か。義弘公と同じく、薩摩鶏の味方は今村さんなどわずか。酉年だけにぜひ敵中突破を果たしてほしいものです。
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